
成
28
年
度
の
一
般
会

計
ほ
か
５
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
と
関
連
条
例
が
、

３
月
８
日
の
本
会
議
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

「
平
成
28
年
度
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
中
島
里
司
委
員

長
）」
が
設
置
さ
れ
、
14
日

か
ら
16
日
ま
で
の
3
日
間
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委
員

会
採
決
で
は
全
会
計
を
原
案

ど
お
り
可
決
と
し
、
結
果
を

18
日
の
本
会
議
で
報
告
し
ま

し
た
。

　

本
会
議
に
お
け
る
予
算
の

採
決
で
は
、
一
般
会
計
が
賛

成
多
数
、
そ
の
ほ
か
の
会
計

は
全
会
一
致
で
可
決
と
な
り
、

前
年
度
比
2
・
3
％
減
、
総

額
１
１
７
億
６
４
０
０
万
円

の
平
成
28
年
度
予
算
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、

清
水
小
学
校
水
泳
プ
ー

ル
建
設
費
、
御
影
診
療

所
リ
ハ
ビ
リ
棟
整
備
費
、

美
蔓
地
区
国
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
負
担
金
一

括
償
還
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
算
審
査
の
中
で
、

旧
羽
帯
小
学
校
の
解
体

費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、「
国

議 会 だ よ り 清水町
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第１回
定例会

　

第
１
回
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
新
年
度
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件

な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

旧
羽
帯
小
学
校
を
解
体

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

平

平成28年度一般会計予算における討論（要約）
【
賛
成
討
論
】
鈴
木
孝
寿　

議
員

【
賛
成
討
論
】
原　

紀
夫　

議
員

【
賛
成
討
論
】
奥
秋
康
子　

議
員

賛
　
否

議　員
鈴
木

桜
井

北
村

髙
橋

佐
藤

木
村

原
口
田

中
島

奥
秋

安
田

西
山

平成28年度

一般会計予算
○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※加来良明議員は議長のため採決に加わっていません。○：賛成　×：反対

　

地
方
創
生
で
人
口
減
少
を
い
か

に
食
い
止
め
る
か
に
視
点
を
置
き
、

新
規
の
24
事
業
に
加
え
て
、
既
存

の
12
事
業
を
拡
充
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
新
た
な
発
想

で
清
水
町
を
立
ち
直
ら
せ
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
し
、
全
面
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

賛
成
す
る
。

　

中
学
生
以
下
の
医
療
費
助
成
や

保
育
料
の
保
護
者
負
担
軽
減
に
よ

り
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
る
。

観
光
振
興
に
重
点
を
置
い
た
取
り

組
み
に
期
待
し
た
い
。
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
負
担
金
の
一
括
償

還
に
よ
り
利
息
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
の
工
夫
を
し
た
こ
と
も

評
価
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
は
毎

年
の
出
来
事
で
は
な
く
、
未
来
の

鍵
を
握
る
大
切
な
1
年
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
新
公
会
計
制
度
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
策
定
を
含
め
、
将

来
を
見
据
え
た
事
業
の
取
り
組
み

を
実
施
す
る
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
沿
い
で
あ
り
立
地
条
件
が

良
い
の
で
、
修
繕
し
て
活
用

で
き
な
い
か
」
と
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら

は
、「
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

修
繕
す
る
に
も
か
な
り
の
費

用
が
か
か
る
。
放
置
し
て
お

く
と
強
風
な
ど
で
建
物
の
一

部
が
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

危
険
だ
と
判
断
し
た
。
跡
地

の
利
用
は
地
域
の
意
向
を
聞

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
清
水
町

総
合
戦
略
に
基
づ
き
申
請
し

た
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」
の
関
係
事
業
費
が
計
上

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
繰
越
明
許
費
と
し
て
、
平

成
28
年
度
に
事
業
が
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

（
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
し
み
ず
４
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

老朽化が進み、解体することになった
旧羽帯小学校（昭和52年3月閉校）


